
運行管理システム
鉄道やバスなどの運
行スケジュール・車
両の状態をリアルタ
イムで把握・制御す
るシステム。

電車の運行や信号制御、水道・電力の供給など、私たちの生活
を支える社会インフラの多くは、ソフトウェアによって動いてい
ます。鉄道では運行管理システムがダイヤ遵守や安全確認を担い、
乗客が気づかぬところで秒単位で数千の判断を自動実行していま
す。電力会社では、発電から送配電までを需要予測や設備監視で
最適化し、安定供給を支えています。ソフトウェアはインフラの
安定と安全の要です。
災害や障害が発生した際には、緊急停止、代替経路や系統切替
の提示・実行など、即応もソフトウェアの制御により実現され、
被害の拡大を抑えます。日常運用から危機管理まで、継続的な監
視と更新を前提としたしくみづくりが、社会インフラの信頼性を
守り続けています。

　日常生活において、私たちは意識しないままソフトウェアの力
を借りています。スーパーのPOSは、商品の読み取りと同時に
在庫・売上を更新し、データは発注や価格設定など経営判断にも
活用されます。病院では電子カルテや予約システムにより、患者
情報が安全で効率的に管理されます。銀行やネット決済でも、不
正検知や暗号化、リアルタイム処理を担うソフトウェアが、安全
で素早い取引を支えています。冷蔵庫や洗濯機などの家電にも組
み込みソフトウェアが標準搭載され、消費電力の最適化や運転
モードの自動調整などを実現。こうした見えないしくみが、暮ら
しの利便性を当たり前に保っています。

社会インフラを動かすソフトウェア

見えないソフトが動かす暮らし

インフラの裏側で働くソフトウェア

運行管理
システム

列車の運行スケ
ジュール管理、遅
延時の調整、案
内表示連携

監視制御
システム

発電・送電のリア
ルタイム監視、需
給バランスの制御

遠隔制御・
監視ソフト

ポンプやバルブの
自動制御、水質モ
ニタリング

信号制御
システム

時間帯や交通量に
応じた信号切り替
え、緊急車両優先
制御など

鉄道運行 電力供給 上下水道 交通信号

分野 利用シーン ソフトウェアの役割

移動・交通 交通系 ICカード／乗換案
内アプリ

経路検索、料金計算、タッチ決済、
リアルタイム遅延情報の提供

買い物 スーパーの POSレジ 商品読み取り、在庫管理、売上
分析、価格設定

医療 電子カルテ・予約システム 患者情報の一元管理、安全な情
報共有、診療スケジュール管理

金融 ネットバンキング／QR決
済／ATM

暗号化通信、不正検知、リアル
タイム決済処理

家電 冷蔵庫・洗濯機 自動制御、省エネ運転、AI によ
る最適モード設定

生活の中のソフトウェア活用

　電力や鉄道、水道、通信といった社会インフラは、一度止まれば市民生活に大
きな影響を及ぼします。インフラを支えるシステムには、万が一のトラブルに備
えた危機管理のしくみが欠かせません。バックアップ、自動切替など、ソフトウ
ェアは異常時にも止まらない設計が求められます。災害やサイバー攻撃に対して
も、事前のシミュレーションや即応体制が整えられています。

社会インフラと危機管理

POS
販売時点情報管理
（Point of Sale）を
行うレジシステム。
商品の販売と同時に
在庫・売上データを
処理する。

電子カルテ
紙のカルテに代わっ
て、患者の診療履歴
や処方内容をデジタ
ル管理する医療用ソ
フトウェア。

見えないところで生活を支えている縁の下の力持ち
Chapter1

10 
ソフトウェアはスマホやパソコンだけでなく、鉄道、電力、水道などの社会
インフラから、スーパーのレジ、病院の電子カルテ、家庭の家電製品に至る
まで、私たちの暮らしのあらゆる場面に組み込まれています。

暮らしを支えるソフトウェア

033032
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技術者常駐
I T企業や開発会社
に所属するエンジニ
アが、自社ではなく
顧客企業のオフィス
や現場に常駐して業
務を行う働き方。

VPN
インターネットの上
に仮想的な専用回線
をつくる技術。テレ
ワークで社内ネット
に入るリモートアク
セスVPNのほか、
本社と支社、データ
センター同士をつな
ぐ拠点間VPNなど
に使われる。

多要素認証
IDとパスワードに
加えて、スマホ通知
や認証アプリなど複
数の方法で本人確認
を行う安全対策。

ソフトウェア開発の仕事が行われる主な場所

ソフトウェアの仕事は、本社オフィス内に限りません。社内開
発に加え、取引先のオフィスで働く技術者常駐、自宅やサテライ
トオフィスでの勤務など、働く場所は多様です。大規模な企業向
けシステムでは、チームの一部が顧客拠点に常駐し、現場での確
認や打ち合わせを重ねて開発を進めることがあります。
クラウドサービスを提供する企業では、社内メンバーがフルリ
モートで連携し、オンライン会議やコラボレーションツールを用
いて開発を推進する事例が増えています。こうした働き方の選択
肢は、プロジェクトの性質やセキュリティ要件、会社の方針によっ
て異なります。

働く場所の多様化は、働き方そのものを変えます。技術者常駐
では、取引先のルールや文化に合わせた柔軟な対応と、合意形成
のスピード感が求められます。自社内開発では、独自の開発スタ
イルやツールを統一して使える自由度が高く、改善も回しやすく
なります。
在宅勤務では、自律的な進行管理と、チャットやビデオ会議な
ど非対面での円滑なコミュニケーションが鍵になります。場所に
よって求められるセキュリティ対策も異なります。社外からのア
クセスではVPNや多要素認証、端末の暗号化や持ち出し制限が
不可欠です。「どこで働くか」は、仕事のスタイルや使う技術、
運用ルールにまで影響します。

働く場所は客先常駐からフルリモートまで

場所が変われば、働き方も変わる

在宅勤務

技術者常駐コワーキング・カフェ

オフィス勤務

ソフトウェア
開発の仕事

自宅で集中して
コーディング

自由な場所で開発、
会議も可能

クライアント企業
の現場で開発

チームでの会議や
レビューがしやすい

ソフトウェア開発の仕事はどこで行われているか

　働く場所の選択肢が広がる中、企業とエンジニアの関係も変わりつつあります。
働く時間や空間にとらわれず、自分のライフスタイルやパフォーマンスを重視した
働き方を選ぶ動きが強まっています。物理的な距離よりも、成果と信頼が評価され
る社会へと進化しています。

成果と信頼でつながる、自由な働き方

働く場所で変わる開発スタイル
Chapter2

01 
ソフトウェア開発の仕事は、自社オフィスに限らず、技術者常駐や在宅勤務
など多様な場所で行われます。プロジェクトの特性や企業の方針により働き
方が分かれ、それぞれに求められるスキルや運用ルールも異なります。

ソフトウェア開発の仕事の場所

037036

第
2
章

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
の
全
体
像

勤務スタイル 主な職場（場所） 特徴

企業内常駐型 ソフトウェア企業のオフィス チームでの開発・レビュー、社
内プロジェクト中心

技術者常駐型 顧客企業のオフィス／プロ
ジェクトルーム

客先のシステム開発・運用支援、
常駐勤務あり

テレワーク型 自宅などの勤務環境
オンラインツールによる業務、
柔軟な働き方と自己管理が求め
られる

フリーランス型 自宅／コワーキングスペー
スなど

業務委託や案件単位、場所・時
間に縛られない働き方



一元管理
異なる場所・形式で
保存された情報を、
1つのシステムでま
とめて管理すること。
情報の整合性を保ち、
共有しやすくする効
果がある。

ERPパッケージ
企業の基幹業務（販
売、在庫、会計、人
事など）を一元管理
できる統合型の業務
ソフトウェア。業務
の効率化や情報の可
視化、部門間連携の
強化に役立つ。

BIツール
ビジネス・インテリ
ジェンス。データの
集計・分析・可視化
を行うツール。経営
判断や業務改善の材
料として使われる。

CRM（顧客関係管
理）
顧客情報を管理し、
よりよい関係を築く
ためのソフトウェア。
営業支援・マーケ
ティング・アフター
サポートなどに活用
される。

企業では、営業の顧客情報、経理の売上データ、人事の従業員
情報など、部門ごとに異なる情報が日々扱われています。これら
を部門別にバラバラで管理していると、全体の把握が難しくなり、
連携の遅れやミスの原因になります。そこで役立つのが、情報を
一元管理するソフトウェアの代表例としてERPパッケージがあり
ます。
複数部門のデータを統合し、共通の画面・しくみで検索・参
照・更新できるようにすれば、業務のスピードと正確性は大きく
向上します。重複入力や転記が減り、最新情報を前提に意思決定
が行えます。データをつなぐことで「社内の情報を活かす力」が
高まり、結果として組織全体のパフォーマンス向上につながります。

　情報を集めるだけでは、十分に活用しているとはいえません。
集まったデータを整理・分析し、判断やアクションにつなげるし
くみが必要です。売上の推移をグラフで可視化してトレンドを把
握したり、顧客情報からセグメントをつくってターゲティング戦
略を立てたりする際には、BIツールやCRM（顧客関係管理）シ
ステムなどの専門ソフトを用います。
　近年はダッシュボードやレポート作成の自動化が進み、必要な
ときに必要な形でデータを取り出せます。定期レポートの配信や
閾値を超えた際のアラート通知も設定でき、現場の素早い意思決
定を後押しします。情報は「集めて終わり」ではなく、価値ある
判断材料に変えることが重要です。

部門をつないで活かす　情報の一元管理

集めて終わりにしない　データを意思決定

情報をつなぐ、業務のハブとなるソフトウェア

• 勤怠
• 給与
• 人材管理

• 数量
• ロケー
ション
• 発注状況

• 売上・請求
• 支払い情報

• 顧客情報
• 商談進捗

営業 経理

在庫
管理

総合
ソフトウェア人事

製造購買

BIツール、CRMソフト

区分 製品名 主な用途 会社名

BI ツール

Tableau データ可視化、ダッシュボード
作成 Salesforce

Power BI 分析レポート、社内データ連携 Microsoft

Looker クラウドベースのBI、SQL連携 Google Cloud

Qlik Sense 自由なデータ探索、インタラク
ティブ分析 Qlik

CRMソフト

Salesforce CRM 顧客情報管理、営業支援、自動化 Salesforce

Zoho CRM 中小企業向けCRM、メール連携 Zoho 

Microsoft 
Dynamics 365 営業支援、マーケティング統合 Microsoft

kintone 顧客管理・業務アプリ構築 サイボウズ

HubSpot CRM 無料で使えるCRM、マーケティ
ング連携 HubSpot

情報を資産に変えるソフトウェアの力
Chapter3

03 
社内に散らばるデータや情報を、まとめて管理し活用できるソフトウェアは、
企業の意思決定や業務効率に直結する重要な基盤です。情報の価値を最大限
に引き出すしくみが進化しています。

情報をまとめて活かすソフトウェア

063062
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データから価値を生む ― 分析とAI開発のプロセス

データ分析は、売上やアクセスログ、顧客行動など日々の情報
を活用し、業績改善や顧客満足の向上に結びつける仕事です。「ど
の商品がどの地域で伸びているか」「キャンペーンの効果はどう
か」などの問いに、データを根拠に答えを出します。Excelなど
の表計算に加え、PythonやSQLでの集計・可視化、統計手法や
機械学習を用いることもあります。近年はBIツールにより、専
門外の担当者でもダッシュボードやレポートを自走で作成できる
環境が整いつつあります。最も大切なのは、結果を読める・伝え
られることです。単なる数値の列挙ではなく、指標の因果や背景
を言語化し、意思決定につながる提案へ落とし込みます。前提条
件の明示、指標の定義統一、可視化のわかりやすさ、アクション
案の提示までをセットにして初めて、データは価値を生みます。

AI開発は、データから学ぶしくみを業務の課題解決に結びつけ
る仕事です。機械学習や深層学習を用い、画像認識・需要予測・
自然言語処理などのモデルを設計し、学習させ、性能を評価しま
す。AIエンジニアは、課題設定からデータ準備、アルゴリズム選
定、学習・評価、システムへの組み込み、運用までを設計します。
精度だけでなく、再現性や説明可能性、公平性、運用コストも考
慮が必要です。体制は役割で分かれます。データサイエンティス
トは課題設定や特徴量設計、モデリングを担い、AIエンジニアは
実装や最適化、API化を担当します。MLOpsエンジニアは学習パ
イプラインの自動化、モデル配備、監視、再学習を整えます。

データ分析の役割と伝える力

AI開発の仕事と役割

BIツール
データを集計・可視
化し、経営判断に役
立つ情報として表示
するツール。

機械学習
大量のデータからパ
ターンやルールを学
習し、予測や分類に
役立てるAI技術の
一分野。

深層学習
大量のデータを使っ
て、人間の脳のしく
み に 近 い 多 層 の
ニューラルネット
ワークで学習を行う
AI技術。ディープ
ラーニングとも呼ぶ。

データサイエンティ
スト
膨大なデータを分析
し、そこから有用な
知見を導き出す専門
職。

MLOpsエンジニア
機 械 学 習 モ デ ル
（AI）が現場で安定
して動くように、つ
くる・入れる・監視
する・つくり直すと
いう流れをしくみ化
するエンジニア。

職種 主な業務内容 必要スキル

データサイエンテ
ィスト

データ収集・前処理、分析
設計、予測モデルの構築・
評価

統計学、機械学習、Python、
SQL、ビジネス理解

AI エンジニア 機械学習・深層学習アルゴ
リズムの実装と最適化

Python（TensorFlow/
PyTorch）、数学

MLOpsエンジニア モデルのデプロイ、自動化、
運用管理

クラウド（AWS/GCP）、
CI/CD、Docker

データエンジニア
分析用データ基盤の設計・
構築、ETLパイプラインの
整備

データベース、ETL設計、
BigQuery、Spark

ビジネス課題の
設定

データ収集・
加工・分析

（データサイエンティスト）

 AIモデルの
設計・学習
（AIエンジニア）

「売上が伸び悩んでい
る」「需要を予測した
い」など
課題の整理 → 分析や
AI導入の目的を明確に
する

顧客データ、販売デー
タ、アクセスログなど
を収集
前処理（欠損値・異常
値の処理）
可視化・傾向分析・仮
説 検 証（BIツ ー ル・
Pythonなど）

 ビジネスへの
適用と継続運用
（MLOps）

機械学習・ディープ
ラーニングの活用
モデル構築・学習・評価
精度調整と改善

需要予測の自動化
顧客行動の分類やレ
コメンド機能
継続的なモニタリン
グとアップデート

データ分析・AI開発に関わる職種とスキル

　データやAIは「勘や経験」に頼った判断を脱し、根拠ある意思決定を可能にし
ます。売上動向や顧客の傾向を数値で見える化すれば、どの施策が効果的かを客観
的に評価できます。結果として、無駄な投資や誤った選択を避け、成功確率の高い
戦略を選べるのです。

意思決定の質を高めるとは

分析のプロとAIの設計者
Chapter4

09 
データ分析やAI開発は、膨大な情報を活用してビジネスの課題を解決する
分野です。売上予測や顧客分析などを通じて、意思決定の質を高めたり、AI
技術を活かして業務の自動化やサービスの高度化を図ります。

データ分析・AI開発

097096
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　インフラ整備・基盤構築を専門とするソフトウェア企業は、社
会のあらゆるシステムを陰で支える存在です。仕事は、一般の利
用者の目に触れることは少ないものの、メールやWebサイト、
業務アプリケーション、決済システムなど、あらゆるITサービ
スが「当たり前に動く」状態を保つために不可欠です。主な企業
としては、伊藤忠テクノソリューションズ、日立システムズ、
NECネッツエスアイなどが挙げられます。これらの企業は、サー
バーやネットワーク機器の設計・導入、データセンターやクラウ
ド環境の構築・運用、セキュリティシステムの設計など、数多く
の業務を手がけています。
　この分野で働くには、ネットワークやOS、セキュリティ、ク
ラウド（AWS・Azure）に関する基礎知識と実践的なスキルが求
められます。情報処理技術者試験のネットワークスペシャリスト
や、シスコ認定技術者といった資格も評価されやすく、トラブル
時の対応力や論理的思考力、そして顧客との円滑なコミュニケー
ション能力も必要です。現場では物理的なサーバー設置や配線作
業も伴うことがあり、クラウド全盛の時代にあっても、ハードウェ
アに強いエンジニアの需要は依然として高いままです。
　将来性という点では、今後も堅調な需要が見込まれます。理由
は明確で、ITを活用する企業・自治体・学校などのあらゆる組織
が、クラウドやセキュアな通信環境への移行を進めているからで
す。ゼロトラストやSASEといった新たなネットワークセキュリ
ティ概念の普及、オンプレミスとクラウドのハイブリッド構成の
浸透、さらにはIoT機器の爆発的普及など、インフラ領域は進化
し続けています。

デジタル基盤を築く「縁の下の力持ち」

日本の代表的なインフラ整備・基盤構築企業

 

シスコ認定技術者
ネットワーク機器大
手のシスコシステム
ズが認定するIT技
術者資格。ネット
ワーク構築・運用の
スキルを証明する国
際資格。

ゼロトラスト
「誰も信用しない」
を前提にしたセキュ
リティモデル。社内
外を問わずすべての
アクセスを検証し、
最小限の権限で接続
させることで、不正
アクセスや情報漏え
いを防ぐ。

SASE
ネットワークとセ
キュリティ機能をク
ラウド上で一体的に
提供する考え方。
Secure Access
Service Edgeの略。

　システムを設計するうえでは、「止まらず動く」「速い」「広げやすい」「お金がか
かりすぎない」「ルールを守れる」といった条件を事前に明確にしておくことが大
切です。そのうえで、自社で持つか外部サービスを使うか、組み合わせるかを決め
ます。データの保存やトラブル対応も前提として準備します。安全を守るには、記
録を集めて日々の様子を見えるようにし、作業を決まった手順で進め、自動化でミ
スや手間を減らします。状態の変化も、画面で常に把握できるようにします。

安定して使えるシステムの考え方

会社名 主な業務 備考

伊藤忠テクノソリュー
ションズ

クラウド基盤（CUVICmc2 ）、
DX支援、ネットワーク構築、
運用・監視、セキュリティ

コンサルティングから運用保
守まで IT ライフサイクル全体
を提供

日立システムズ
データセンター運営、クラ
ウド基盤、ネットワーク、
運用支援

日立グループ。インフラを含
むSI や基盤領域を広く展開

NECネッツエスアイ
ICTシステム構築、ネットワ
ークインテグレーション、
保守・運用、監視サービス

NECグループのネットワーク
部門を担う

SCSK
クラウド基盤、データセン
ター、運用支援、ネットワ
ーク構築

SI 事業を主体としつつ、イン
フラ領域にも強みを持つ

NTTドコモビジネス 通信インフラ、クラウドサ
ービス、ネットワーク基盤

通信キャリア基盤を活用した
ネットワーク・クラウド事業
を展開

富士通
GLOVIA 基盤・クラウド、
ネットワーク基盤、データ
センター

機器系＋システム系の両領域
を持ち、国内インフラで大き
な存在

NECソリューション
イノベータ

社会インフラ向け ICT、クラ
ウド、通信ネットワーク

NECグループのソリューショ
ン部門を担い、公共・通信の
基盤構築に深く関わる

インフラを支えるプロフェッショナル
Chapter5

04 
ITサービスの土台となるサーバー、ネットワーク、クラウド基盤などを整備
し、あらゆるソフトウェアの稼働を支える存在です。システムの安定運用や
セキュリティ対策の観点からも不可欠な役割を担っています。

インフラ整備・基盤構築企業
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システムエンジニアの業務とスキル

　システムエンジニアは、顧客の要望を聞きながら、必要なし
くみを考え、チームを動かして形にする役割を担います。設計や
進行管理の力も求められます。ただし、実際の仕事内容は企業や
団体によって幅があり、設計寄りの人もいれば、調整役やプロジェ
クト管理が中心の人もいます。例えば、「予約システムをつくっ
てほしい」という依頼の場合、「聞き取り」から始まり、「こんな
しくみにしましょう」とまとめるまでが、ソフトウェアづくりの
最初の大切なステップです。これを基本設計と呼びます。その後、
もっと細かく「このボタンを押すとどうなるか」「データはどこ
に保存するか」といった具体的な設計に入ります。これを詳細設
計と呼びます。詳細設計まで終わると、設計図をプログラマーに
渡して、プログラムをつくってもらいます。システムエンジニア
は、「しくみを考え、全体をまとめる」仕事です。小さなプロジェ
クトでは、自分でプログラミングまで行うこともありますが、大
規模になるほど設計と調整が中心になります。
　この仕事に向いている人は、人の話をよく聞ける人、わからな
いことをそのままにせず確認できる人、全体を見て順序よく考え
るのが得意な人です。必要なスキルは、コンピュータの知識や、
しくみを図で描く力、図解ツールを使いこなす力が求められます
が、言葉で説明する力や人の意図をくみ取る力が必要です。
　キャリアとしては、まずは小さな案件で経験を積み、ゆくゆく
はプロジェクト全体をまとめるプロジェクトリーダーやマネー
ジャーに進む道があります。また、業種に特化して専門的な設計
を行う業務系エンジニアや、お客様との交渉を重視する ITコン
サルタントへ進む人もいます。

要望を「動くソフト」に変える橋渡し

基本設計
システムの設計図の
たたき台。ユーザー
が使いやすくなるよ
うに、画面の構成や
動き方、業務の流れ
をわかりやすくまと
める。

詳細設計
プログラマーが実際
にプログラムを書け
るように、システム
の中身を細かく決め
る設計。

業務系エンジニア
会社の仕事（販売、
経理、人事など）を
支えるシステムをつ
くるエンジニア。業
務内容を理解し、IT
で仕事を便利にする
システムを設計・開
発する。

ITコンサルタント
企業のIT活用を助
ける専門家。「どの
ようなシステムを使
えばよいか」「業務
をどう効率化する
か」などを提案し、
IT戦略から導入・
改善までを支援する。

基本設計と詳細設計

項目 基本設計（上流） 詳細設計（下流）

目的 利用者にとってわかりやすいシ
ステムの全体像を定める

プログラマーが実装できるよ
う、具体的な仕様を詰める

主な内容 画面構成、機能一覧、業務フロ
ー、操作イメージ

データベース設計、処理ロジ
ック、API 設計、エラーハン
ドリング

対象ユーザー 顧客、ユーザー、ビジネス部門 プログラマー、テスター

成果物 画面遷移図、業務フローチャー
ト、仕様一覧

クラス図、テーブル定義書、
詳細な処理フロー

要求されるスキル ビジネス理解力、要件定義力、
ユーザー視点

技術理解、論理構成力、プロ
グラム知識

使用するドキュ
メント形式 Excel、PowerPoint、図表など

UML（クラス図、シーケンス
図）、ER図、設計書（Word/
Excel）

レビュー対象 ユーザー・クライアントが確認
可能なドキュメント

エンジニアが詳細に検証する
仕様書

チームの調整役として「しくみ全体」を考える仕事
Chapter6

02 
システムエンジニアは、顧客の要望を聞いてしくみを設計し、チームを動か
してシステムを形にする仕事です。基本設計・詳細設計を通じて全体をまと
める役割が中心で、人の話を聞く力や説明力が重視されます。

システムエンジニア
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• 顧客の声を言語化
•ヒアリングと業務フロー理解
• 必要な機能の明確化
• 開発スコープのすり合わせ

求められるスキル①
• 対人スキルと橋渡し力
• コミュニケーション能力
• ファシリテーション力
• 顧客×開発チームの調整

基本設計
• 使いやすさを設計
• 画面・機能の構成設計
• 業務フローの図示
• UI/UXの視点も重視

求められるスキル②
• 設計力と技術力
• システム全体の構成理解
• 設計言語での表現力
• テクノロジー動向の把握

詳細設計
• 技術的な仕様を定義
• 処理フローとデータ構造の明確化
• 外部・内部インターフェース設計
• プログラマーへの指示書作成

求められるスキル③
• 柔軟な開発対応力
• アジャイル開発の実践
• DevOps視点での設計
• 継続的な改善思考



プロジェクト
特定の目的や成果を
達成するために、期
限と予算を持って計
画・実行される一連
の活動。期間限定で、
複数の専門職が連携
して取り組む。

WBS
プロジェクト全体の
作業を細かく分解し、
階層構造で整理した
図。全体像を把握し
やすくし、進捗や担
当を明確にする。

ガントチャート
作業の工程や進捗を
横棒グラフで視覚的
に表すスケジュール
管理ツール。タスク
の順序や期間、重な
りを一目で確認でき
る。

エスカレーション基
準
現場で解決不能な課
題を、どの条件で誰
に・いつまでに・ど
の経路で引き上げる
かを定めるルール。

プロジェクトマネージャーの役割

プロジェクトマネージャー（PM）の最も重要な役割は、合意
した目的に向けてチームを導くことです。新しいアプリ開発では、
「どの機能を・どの順で・いつまでに」実装するかを定め、全体
計画をつくります。顧客や社内の要望を丁寧にヒアリングして要
件を整理し、WBSで作業を分解、ガントチャートでスケジュー
ル化、担当とリソースを割り当てます。
計画はつくって終わりではありません。開発状況やリスク、ト
ラブルに応じて柔軟に見直し、関係者と合意形成しながら前進さ
せます。PMに求められるのは、個別の技術知識よりも全体を俯
瞰する力、迅速な判断、コミュニケーションとファシリテーショ
ンです。開発経験は必須ではありませんが、基礎知識があるとよ
り効果的にリードできます。

　プロジェクトは計画どおりに進まないことが前提です。PMは
まず事実を可視化し、影響（スコープ／スケジュール／コスト／
品質）を評価して、関係者と合意のうえで打ち手を決めます。要
望変更は影響分析→優先度調整→承認の順で管理し、設計見直し
はリスクと効果を比較検討します。エスカレーション基準を明確
にし、決定事項は「誰が・いつまでに・何をするか」を記録して
運用します。責任追及ではなく、課題共有と建設的な解決が要点
です。同時に、メンバーが安心して働ける環境づくりもPMの役
割です。定例と1on1で早期に兆候を拾い、ボトルネック解消や
支援（タスク分割、ペア作業、リソース調整）を行います。

目的に向けてチームを導く

「予定どおりにいかない」を前進に変える

計画策定
（WBS・
ガントチャート）

要件整理と
関係者調整

トラブル発見と
対応策

モチベーション
管理と
チーム育成

進捗管理と
レビュー

プロジェクト
マネージャー
プロジェクト
マネージャー

スキル 内容 具体的な活用

コミュニケーション力 関係者と円滑に意思疎通を図り、
誤解や対立を未然に防ぐ力 

メンバーとの認識合わせ、
顧客との交渉など

調整力  意見が異なる相手の間で妥協点を見
出し、プロジェクトをまとめる力

部門間の連携、仕様変更へ
の対応など

リスク管理能力 潜在的な問題や障害を見極め、対策
を講じて影響を最小限に抑える力

納期遅延や人員不足などの
対応策の準備

リーダーシップ チームの方向性を示し、士気を高
め、目標達成へと導く統率力

進捗停滞時の指示出し、モ
チベーション向上

プロジェクトマネージャーに求められるスキル

プロジェクト全体の進行をリードする
Chapter7

01 
プロジェクトマネージャー（PM）は、ソフトウェア開発の現場で全体を見
渡し、目的を達成するためにチームを導く存在です。要件の整理、計画の策
定、進捗の管理、トラブル対応など、多岐にわたる調整力が求められます。

プロジェクトマネージャー

　トラブルが起きたとき、プロジェクトマネージャーの真価が問われます。納期遅
延、仕様変更、リソース不足、コミュニケーションの断絶など、いずれも現場で頻
発する問題です。PMはこうした予期せぬ事態にも冷静に対応し、原因の切り分け、
影響範囲の把握、迅速な判断と関係者への説明を行います。感情に流されず、全体
最適を見据えて調整する力が重要です。トラブルはプロジェクトの成否を左右しま
すが、PMが中心となって対処することで、混乱の中でも信頼と秩序を取り戻すこ
とができます。

トラブル対応こそ、PMの腕の見せどころ
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多重請負
元請けから下請け、
さらに孫請けと発注
が繰り返される構造。
責任の所在が不明確
になりやすく、エン
ジニアの待遇悪化や
情報伝達の歪みを招
くことがある。

キャリア形成
仕事を通じて自身の
経験やスキルを積み、
長期的な職業能力や
職務選択の幅を広げ
ていくプロセス。支
援体制の有無で成長
に差が出やすい。

フリーランス新法
発注側に契約条件の
書面明示や報酬の期
日支払い、ハラスメ
ント防止を義務づけ、
不当な一方的変更・
キャンセルを規制し
て取引の公正化を図
る法律。

共創パートナー
業務委託先として単
なる外注先ではなく、
企画や改善に主体的
に関わる協業相手。
発注側と共に価値創
造を目指す関係性を
示す。

SESは、自社のエンジニアが取引先に常駐したり、リモートに
よって技術支援を行う契約形態です。合理的に見える一方で、発
注元→一次→二次→三次と企業が重なる多重請負では、誰の指示
で動くのか、問題が起きたときの責任窓口などが曖昧になりがち
です。結果として、現場の負担やトラブル対応が宙に浮くことが
あります。準委任（作業や時間の提供が中心で、発注側の直接の
指揮命令を前提としない）と、労働者派遣（発注側の指揮命令下
で働く）を取り違えた運用が生じると、法令や労働環境の問題に
発展します。さらに、常駐先での孤立や育成機会の乏しさから、
キャリア形成が難しくなる課題も指摘されています。SESを健全
に機能させるには、所属・指揮命令系統・責任範囲と評価や育成
のしくみを、契約と運用の両面で明確にすることが欠かせません。

　政府は2023年にSES契約のガイドラインを改定し、企業間の
契約書に業務内容・責任の所在・成果物の有無を明確に記載する
ことを求めています。フリーランス新法の整備など、エンジニア
の待遇改善に向けた動きも強まっています。現場では、自社メン
バーで構成し支援体制を持つ自社チーム型SESの導入が広がり、
教育やキャリア支援を前提とした運用に移行しつつあります。発
注側でも、単なる外注先ではなく共創パートナーとして関わる意
識が浸透し、SESのイメージと実態は変わり始めています。制度
面と運用面の両方で改善が進むいま、選び方次第で働きやすさは
実現しやすい時代になっています。

多重構造と「誰が責任を持つか」の見える化

外注から共創へ　ガイドライン改定と現場の変化

SESと下請け構造の壁と是正の流れ

SESと下請け構造の役割と特徴

階層 主な役割 特徴・補足

発注元企業
（クライアント） プロジェクトの依頼、仕様の決定

実際の現場では指揮命令を出すこ
ともあるが、技術者とは直接の雇
用関係はない

一次受託会社
（元請け）

クライアントとの契約管理、全
体の工程管理

比較的規模が大きく、プロジェク
トマネージャーや上流工程を担う
ことが多い

二次・三次受託会
社（下請け） 特定工程、技術領域の請負

実作業に従事するが、契約上の距
離があるため成果や要望が伝わり
にくくなる

SES契約の技術者 実際の開発、テスト、保守作業
を行う

雇用主はSES元会社だが、日々
の業務指示は常駐先から受けるね
じれ構造にある

これまでの課題 見直しの動きと新たな流れ

契約ガイドライン改定
業務内容・責任分担の明確化が促進

フリーランス法の整備
適切な報酬と労働環境の保証へ

自社チーム型SESの拡大
フォローや教育体制を整備

キャリアパス設計の推進
スキルに応じた業務選択・育成

クライアントの意識変化
丸投げでなく共創へ

現場のリアル
多重下請け構造
元請け→ 一次請け→ 二次請け…と責
任の所在が不明確 

契約の曖昧さ
準委任・派遣の境界が不明でトラブルも

エンジニアの孤立
客先常駐で自社の支援が受けにくい

評価や待遇の不透明さ
成果が見えづらく正当に評価されにくい 

キャリア形成の難しさ
任される業務が限定的

構造的な課題と是正の動き
Chapter8

03 
SESや下請け構造は、ソフトウェア業界で長年続くしくみのひとつですが、
多重請負や契約の不明瞭さといった課題が指摘されてきました。

SES・下請け構造の課題と是正
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フリーランス
会社に雇われず、自
分で仕事を受けて働
く人。働く時間や場
所を自由に決められ
ますが、働く人とし
ての法律の保護はあ
まり受けられない。

クラウドソーシング
仕事をネット上で不
特定多数の人に募集
して、できる人にやっ
てもらうしくみ。

雇用契約
会社と人が「働くこ
と」に同意して結ぶ
契約。正社員やアル
バイトなど。働く内
容や時間、給料など
が法律で守られるの
が特徴。

労働基準法
働く人のための基本
的なルールを定めた
法律。働く時間、休み、
給料、残業、解雇な
どについて、会社が
守らなければいけな
い最低限の基準を決
めている。

ITエンジニアの働き方には、正社員や契約社員として企業に雇
われる形と、フリーランスや副業としてクラウドソーシングなど
で仕事を受ける形があります。これらは、法律上の扱いがまった
く異なります。正社員などの雇用契約は、労働基準法という法律
に守られています。この法律では、労働時間・残業・休憩・休日・
有給休暇・解雇のルールが細かく決められており、働く人の権利
を守ることが目的です。フリーランスや業務委託での仕事は民法
という契約のルールが基本になっていて、会社の指揮命令は受け
ず、働き方の自由度が高い反面、労働者としての保護は受けにく
いという特徴があります。トラブルが起きたときに「自分はどち
らの立場か」を理解しておくことが大切です。

　フリーランスや副業の立場では、労働法の保護が適用されにく
いため、契約書の内容そのものが自分を守る「法律の土台」にな
ります。「業務内容」「納期」「報酬の支払い時期」などが不明確
だと、報酬を受け取れない、納品後に一方的にキャンセルされる、
という問題が起きることもあります。また、「成果物の権利は誰
にあるか」「途中で契約を終了するにはどうすればよいか」も、
事前に明記されていないと法律で守られません。契約書に違法な
内容が含まれていた場合でも、それに気づかず同意してしまうと、
不利な条件を受け入れたことになります。わかりにくい契約書は
放置せず、内容を読み込み、専門家や相談窓口を活用することで、
安心して働く環境を自分で整えることができます。

「雇用」と「委託」では、法律が違う

契約書は法律による「安全ネット」になる

ITエンジニアの働き方と法律との関係

 雇用、業務委託、
フリーランスの
法的位置づけ

• フリーランス契約 ＝ 業務委託であり、原則は労働者に該当し
ない
• 使用従属性が強い場合は「偽装請負」と見なされることも 
• 雇用と委託の違い：勤務時間の拘束、指揮命令系統、労災保険
の適用有無

 契約と実態の
ズレに注意

• 時間で働くならば雇用契約に近い扱いとなる
可能性 
• 下請法違反、労働基準法違反とされるケースも 
• クラウドソーシングやSES契約での実務に
注意が必要

 新たな保護法も
整備中

• フリーランス新法（特定受託事業者に係る取引の適正化等
  に関する法律）が施行
• ハラスメント対策、報酬支払いの明文化、
契約書交付の義務化 
• 発注側・受託側ともに契約内容の明確化と

1

2

3

ITエンジニアが知っておくべき法律・ルール

法律 法律の概要 関係するとき

著作権法
他人が作ったプログラムや画像
などの「つくった人の権利」を
守る法律

他人のコードを使うとき、成果
物の権利を主張するとき

労働基準法
働く人が安心して働けるように
するルール（勤務時間、残業、
休暇など）

正社員・契約社員として働くとき

民法
（契約のルール）

契約内容に従って、仕事の約束
や責任を整理する基本的な法律

フリーランスで働くとき、業務
委託契約など

不正競争防止法 他社のアイデアや情報を不正に
使うことを防ぐ法律

他人のUI や業務フローをそのま
まマネたとき

個人情報保護法
顧客やユーザーの名前・連絡先
などの情報を正しく取り扱うた
めの法律

ユーザー登録・顧客データを扱
うとき

情報セキュリティ
関係（ISMSなど）

社内情報を守るしくみやルール。法
律だけでなく認証制度も含まれる

クラウド・サーバー管理・情報
管理を任されたとき

労働契約法／就
業規則

雇用条件や解雇などについて、
会社と従業員が守るべきルール

働き方や退職のルールに関係す
る場面

雇用形態の違いを理解し、自分を守る働き方を考える
Chapter9

06 
ITエンジニアの働き方は柔軟化していますが、そのぶん労働法制や契約内容
への理解が求められます。トラブルを防ぐためにも、雇用形態ごとの違いや
法的な保護を正しく把握しておくことが重要です。

ITエンジニアの法律
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可視化
数値やグラフなどを
通じて、見えにくい
情報や状態を誰でも
把握できるようにす
ること。業務改善や
環境対応などで重要
な手法。

カーボントラッキン
グ
製造・物流・消費に
おける二酸化炭素排
出 量 を サ プ ラ イ
チェーン全体で数値
化・記録・管理する
手法。脱炭素経営の
基盤となる。

オンプレミス
企業が自社内にサー
バーなどのITイン
フラを設置・運用す
る方式。クラウドに
比べ柔軟性や省エネ
面で劣ることがある。

企業のDX
デジタルトランス
フォーメーション。デ
ジタル技術を活用し
て、企業の業務・組
織・ビジネスモデル
を根本から変革し、
競争力を高める取り
組み。

　ITの力で、エコは「見える・測れる・変えられる」ものになりました。IoTセン
サーが工場やオフィスのエネルギー消費をリアルタイムで把握し、AIが電力の使
い方を最適化。紙の書類をなくすペーパーレス化、クラウド活用による物理設備の
削減、移動を減らすオンライン会議なども、すべて環境負荷の軽減に直結します。
環境配慮は「コスト」ではなく、「価値を生む投資」として、ITとともに進化して
いるのです。

ITが環境対策の精度を高める

企業の環境対策が注目される中、ITはその可視化と改善の手段
として大きな役割を果たしています。IoTを活用すれば、工場や
オフィスの電力使用量をリアルタイムで監視し、無駄な消費を把
握できます。
AIを活用したエネルギー管理システムでは、需要予測に基づい
て電力を自動制御し、ピーク時の消費を抑えることが可能です。
企業が排出する二酸化炭素をサプライチェーン全体で測定・記録
するカーボントラッキングも普及が進んでいます。環境負荷は、
かつての見えないコストではなく、データで捉え、改善できる管
理対象へと変わりつつあります。

　ITの活用は、環境を分析するだけでなく、業務のしくみそのも
のをエコに変える力を持っています。クラウドサービスはオンプ
レミスと比べ、データセンターの効率的な運用や再生可能エネル
ギーの活用により、環境負荷の低減に貢献します。紙書類の電子
化によるペーパーレス化、出張を減らすオンライン会議、AIを活
用した生産・配送ルートの最適化など、業務のエコ化が各所で進
んでいます。
　ITは「環境のために制限するもの」ではなく、「環境に貢献す
る技術」として再評価されつつあります。企業のDX（デジタル
トランスフォーメーション）とエコ施策は、今や別個ではなく、
同じ方向を向く取り組みになっているのです。

ITで環境負荷を「見える化」する時代

しくみをエコに変えるITの力

環境負荷の削減

IoT・AIに
よる可視化 クラウドの活用

ペーパーレス オンライン会議

世界のデータセンターと環境負荷

ITで実現する環境負荷の削減構造

項目 主な内容 出典

世界のデータセンター
による電力消費量

年間 約 415 TWh（テラワ
ット時）

国際エネルギー機関（IEA）
「Energy and AI」

将来予測（2030年） 945TWhまで増加見込み 国際エネルギー機関（IEA）
「Energy and AI」

二酸化炭素排出量への
影響

現在：全体の約 0.5％
2030年：全体の約1％に拡大 国際エネルギー機関（IEA）

環境課題に挑む力
Chapter10

08 
ITはこれまで利便性や効率化を追求してきましたが、近年では環境問題との
接点が強く意識されるようになっています。データセンターの省エネ化やク
ラウド利用の最適化など、ITは「エコを支える技術」として役割を担います。

ITとエコの新しい関係

225224

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
の
未
来

第
10
章


